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みんなでつくる情報板

わかやまイベントボード
●記念講演「平和といのちの輝
きを求めて～トーク＆マイム」
　第 59 回和歌山県母親大会全
体会の記念講演として開催され
ます。
日時　6月 1日（日）14:10 ～
場所　和歌山県労働福祉会館プ
ラザホープ 4階大ホール
テーマ　心を伝えるよろこび・
見えないものが見える楽しさ
講師　松井朝子さん ( パントマ
イミスト）
参加費　500 円（参加協力費）
問い合わせ　和歌山県母親大会
実行委員会 （073-423-2261）

●子どもの虐待防止のための公
開講演会
　困難を抱える子ども、保護者
を支える地域のネットワークの
あり方を西成あいりん地区の取
り組みから考えます。
日程　6月 1日（日）
　　　14:30 ～ 16:30
場所　和歌山県立医科大学保健
看護学部大講堂
講師　蕨川晴之さん（石井記念
愛染園・わかくさ保育園園長）
入場料　無料
問い合わせ　NPO和歌山子ども
の虐待防止協会（073-446-6724）

●真道ゴーさん公開講演会
　性同一性障害を公表し、プロ
ボクサーとして和歌山県初の世
界チャンピオンに輝いた真道
ゴーさんの講演とトーク。
日時　6月 8日（日）
　　　13:30 ～ 15:00
場所　和歌山県男女共同参画セ
ンター “りぃぶる” 会議室 A
参加費　無料（申込み必要）
定員　30 名
問い合わせ・申込み　NPO法人
和歌山 e かんぱにい（メール　
ecompany821@gmail.com）
備考　託児あり（1 人 500 円、
申込み必要）

●誰も教えてくれない自動車保
険のほんとのトコロ
　自動車保険の加入状況の確認
やいざというときの初動対応な
ど事前に学びませんか。
日時　6月 9日（月）
　　　10:00 ～ 12:00
場所　和歌山市北コミュニティ
センター和室
参加費　無料（申込み必要）
問い合わせ・申込み　一般社団
法人ジョインハンズ（メール
joinhands.wakayama@gmail.
com）
備考　キッズスペースあり。

和歌山を創る新聞

かつくわ Vol.89
2014.05.30

隔週金曜掲載
　　　 特定非営利活動法人
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な
い
け
れ
ど
、
お
金
に
余

裕
の
あ
る
」
と
い
う
社
会

人
は
寄
付
で
学
生
を
支
援

す
る
。
こ
う
し
た
ふ
う
に

そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
が
自
分

の
得
意
な
事
で
復
興
に
関

わ
る
、
世
代
を
超
え
た
協

力
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。

　

た
っ
た
2
人
の
学
生
か

ら
始
ま
っ
た
こ
の
活
動

は
、
学
生
の
春
休
み
を
利

用
し
岩
手
、
宮
城
、
福
島

の
沿
岸
部
を
２
泊
４
日
で

周
る
こ
と
で
、
被
災
の
広

域
性
と
地
域
の
被
災
状

況
、
今
の
課
題
を
き
ち
ん

と
見
て
ま
わ
る
こ
と
が
出

来
る
そ
う
で
す
。

　

学
生
た
ち
が
行
く
２
月

か
ら
３
月
に
か
け
て
は
寒

さ
が
厳
し
く
、
訪
れ
る
人

が
極
端
に
少
な
く
な
る
季

節
な
の
で
、
彼
ら
が
行
き
、

現
地
の
宿
に
泊
ま
り
、
仮

設
商
店
街
で
食
事
や
お
土

産
を
買
う
こ
と
に
よ
っ
て

経
済
的
な
支
援
に
も
な
る

そ
う
で
す
。

　

友
人
が
和
歌
山
で
「
学

生
リ
ー
ダ
ー
」
を
探
し
て

い
る
こ
と
知
り
、
是
非
や

　　
「
き
っ
か
け
バ
ス
」
は

も
う
一
度
、
日
本
中
に
復

興
の
「
旋
風
」
を
巻
き
起

こ
し
た
い
。
そ
う
考
え
た

47
都
道
府
県
の
学
生
た
ち

が
、
東
北
3
県
に
バ
ス
で

行
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
公
益

社
団
法
人
助
け
あ
い
ジ
ャ

パ
ン
の
「
東
北
復
興
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て

内
閣
府
の
被
災
者
支
援
活

動
に
認
定
さ
れ
、
さ
ら
に

観
光
庁
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
「
き
っ
か
け
バ
ス
」
は
、

学
生
が
中
心
と
な
っ
て
大

人
や
行
政
機
関
、
メ
デ
ィ

ア
な
ど
、
み
ん
な
が
参
加

す
る
「
国
民
運
動
」
と
し

て
展
開
す
る
事
で
注
目
を

あ
つ
め
て
い
ま
す
。
大
学

生
が
継
続
的
に
関
わ
る
10

年
続
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
活
動
し
て
い
く
計
画

で
す
。

　

た
と
え
ば
「
お
金
は
な

い
け
れ
ど
、
時
間
に
余
裕

が
あ
る
」
と
い
う
学
生
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
復
興
に

関
わ
る
こ
と
。「
時
間
は

「
き
っ
か
け

　
　
　

バ
ス
」
と
は
？

和
歌
山
か
ら
も

「
き
っ
か
け
バ
ス
」
を

防災から後災へ　～被災後の未来を考える～

り
た
い
、
と
名
乗
り
で
た

の
が
、
和
歌
山
県
立
医
科

大
学
保
健
看
護
学
部
1
回

生
の
寺
田
将
光
さ
ん
で

す
。
ま
ず
は
、
仲
間
を
募

り
、
資
金
の
4
0
0
万
円

を
作
る
た
め
和
歌
山
駅
で

の
募
金
活
動
や
寄
付
集
め

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
資
金
が
確
保
で

き
、
み
ん
な
で
東
北
３
県

を
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
学
生
の
み
な

さ
ん
は
、
震
災
前
後
の
風

景
の
変
化
や
、
津
波
の
高

さ
に
怖
さ
を
肌
で
実
感
し

た
そ
う
で
す
。

　

た
だ
見
学
を
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
夜
は
、
自
分

た
ち
の
思
っ
た
こ
と
を
み

ん
な
に
伝
え
合
う
「
ダ
イ

ア
ロ
グ
」
を
展
開
し
、
よ

り
深
く
「
震
災
」
を
感
じ
、

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　

ま
た
今
回
の
見
学
で

は
、
参
加
者
の
多
く
が
、

現
在
和
歌
山
県
で
も
発
生

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
南
海

ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
対

す
る
、
地
域
の
防
災
に
つ

い
て
も
真
剣
に
考
え
る
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
軽
い
気
持
ち
で

　いまから 3ヶ月前の 2月 27 日、和歌山から 37 人の大学生がバスで東北に出発しました。
　東日本大震災から 3年が経ちましたが未だ「復興した」と呼べる状態でない今、被災地を「風化」させたくない、「風評」に苦しむ人々のために何
か出来ないかという思いを抱いた学生が立ち上げた全国的な運動「きっかけバス」プロジェクトです。

参
加
し
た
学
生
も
、
現
地

に
行
き
「
今
」
の
現
状
を

見
て
感
じ
、
ま
た
陸
前
高

田
市
で
は
、
遺
品
捜
索
に

参
加
し
た
こ
と
で
、「
３
・

１
１
」
の
教
訓
を
学
び
、

防
災
・
減
災
に
つ
い
て
真

剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
い
ま
す
。

　

3
月
8
日
に
開
催
さ
れ

た
報
告
会
で
は
、
各
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
報
告
を
し
、

自
分
た
ち
の
課
題
や
決
意

に
つ
い
て
も
語
っ
て
い
ま

し
た
。参
加
者
の
中
に
は
、

自
身
が
通
う
大
学
と
一
緒

に
、
災
害
時
の
防
災
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
い
く

活
動
も
始
め
た
い
と
い
う

具
体
的
な
活
動
計
画
も
立

て
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
第
2
弾
、
第
3

弾
…
と「
き
っ
か
け
バ
ス
」

を
和
歌
山
か
ら
出
発
さ
せ

る
た
め
、
引
き
続
き
和
歌

山
駅
で
の
募
金
活
動
な
ど

続
け
る
そ
う
で
す
。
み
な

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
　
　
（
金　

宏
美
）

きっかけバス　ウェブサイト（公益財団法人助け合いジャパン内）　http://kikkakebus.tasukeaijapan.jp/
和歌山地区の取り組みまとめ　http://kikkakebus.tasukeaijapan.jp/student/wakayama_news/
■ 和歌山地区連絡先
　メールアドレス：kikkakebus.wakayama@gmail.com
　Facebook：www.facebook.com/masamitsu.terada.79

わかやまNPO広場　　検索

和歌山県NPOサポートセンター
　「NPO 法人を設立したい」「NPOってなにか
知りたい」「NPO・ボランティア活動に関する
情報を広く発信したい」「活動のチラシの印刷
や長尺プリントをしたい」
　…サポセンはそんな活動を応援する施設で
す。是非お越し下さい。
　月曜～土曜　9:00 ～ 20:50
　日曜　9:00 ～ 17:30（月曜・祝祭日休館）

創 -hajime-cafe
　営業日　木・金・土 11:00 ～ 15:00　ランチあり
　紀の川市粉河 853　TEL 0736-60-8233
　URL http://hajime-cafe.jimdo.com
　JR 粉河駅より徒歩 1分。赤レンガ塀に大きな木
戸の門構えが目印。

（上）（右）カフェ内部の様子
（左）「ポングリ図画耕作所」の奥野亮平さん
プロデュースによる一麦会の皆さんの「ちん
どん屋」が登場しオープンを盛り上げ。なん
と楽器の多くは廃材での手作りだとか。

山崎邸学びの遊び場・ふれあい寺子屋
　6月毎週木曜日 16:30~18:00
　テーマは「山崎邸四銃士夢を語る」。地域の
魅力を再発見する週一回の学びの遊び場です。
　主催　紀の川福祉コミュニティ農園
（問合せ）
　麦の郷紀の川・岩出地域生活支援センター
　TEL  0736-67-7080

和歌山駅前での募金活動

参加者募集と報告会開催に使われたチラシ

　

紀
の
川
市
粉
河
の
Ｊ
Ｒ

粉
河
駅
前
に
あ
る
豪
商
の

邸
宅
、「
山
崎
邸
」
が
５

月
23
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
山

崎
邸
の
内
部
は
1
0
0
年

前
の
建
築
時
そ
の
ま
ま
に

ほ
ぼ
維
持
さ
れ
て
お
り
、

大
正
時
代
の
豪
商
の
生
活

が
う
か
が
え
る
貴
重
な
資

料
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
山
崎
邸
は
昨
年
の

秋
、
一
度
オ
ー
プ
ン
し
て

い
ま
し
た
た
が
、
ト
イ
レ

設
備
の
不
足
、
雨
漏
り
や

耐
震
問
題
な
ど
、
様
々
な

課
題
が
出
て
き
て
し
ま
っ

た
そ
う
。
そ
こ
で
、
数
ヶ

月
に
及
ぶ
修
繕
工
事
を
経

て
、
再
オ
ー
プ
ン
す
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

山
崎
邸
は
、
障
が
い
者

を
支
援
す
る
社
会
福
祉
法

人
一
麦
会
が
中
心
に
な
り

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
建
物
を
有
意
義
に
活

用
す
る
た
め
、
N
P
O
法

人
紀
州
粉
河
ま
ち
づ
く
り

塾
、
紀
の
川
福
祉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
農
園
、
グ
リ
ー
ン

粉
河
駅
前
「
山
崎
邸
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　

複
数
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
り
様
々
な
活
用
始
ま
る

ラ
イ
フ
シ
ニ
ア
わ
か
や
ま

と
共
に
「
山
崎
邸
活
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
立
ち
上

が
り
、
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
、

運
営
に
関
す
る
情
報
交
流

を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

建
物
内
の
「
創
〜
ｈ
ａ

ｊ
ｉ
ｍ
ｅ
〜
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」

も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
近
日

中
に
蔵
の
2
階
を
利
用
し

た
ア
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
の
オ

ー
プ
ン
や
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
企
画
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
植
田
祐
起
代
）


